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182. アンケート鶴査から小学生のスポ…ツ・
トレーニングと金盟大識を藩替える
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本研究では，ジュニア早期である小学生段織でのスポー

ツ・トレーニングの状況と金額大会鵠催の是非について検討

するために.小学生のスポーツ指導者を対象としてアンケー

ト鱒査を行った.また，同様な欝衰を全額のスポーツに関す

る研究者と鶴床医を対象として行い.小学生段階における議

ましいスポーツ・トレーニングの方向性を探ることを目的と

した.

{方法}

調査対象は，東京都，千葉，埼玉，神奈川燥に在住し，平

成 10年度に文部大飯認定 fスポーツ指導者Jの資格を取得

した認定指導者 3lt名，金問に散らばる研究者49名，スポ

ーツに関係、した臨床医 41名の計 401名とした，鱒還を男震は郵

送により配布，昭i況を行った.瀦査期開は. 1999年 6flか

ら8丹の 3ヶ月間であった.この結果.ジュニア指導者の関

税数は 177名，研究者 34名，臨床援 25名であり，ジュニア

指導者については.全儲大会に出場経験を持つ指導者(全鑓

群42名〉と金00大会に出場経験のない指導者{一般群 135

名)とに群分けを行った.

{結果および考嬢}

一部の間体においてトレーニングが設時間にわたって行

われており，年間の試合数も多く，児童に対する精神的・身

体的負担のかなり大きなことが予想された.また.~起離に小

学生が行っているスポーツ活動と研究者や臨床医が考える

議ましいトレーニング状況の間には璃たりのあることが示

された，

金額大会の機確については，全館群においてのみ賛成が多

仁一般群，研究者においては賛成・反対がほぼ偶数であり，

臨床援の多〈が反対の意見を持っていることが明らかにな

った.本鱗査では，小学生段韓をにおける金E盛大会は子どもの

スポーツ活動への動機付けとなる…方で，トレーニング加熱

の涼留となり勝手IJきさ上主義へ噂かれているという意免が多

かった，今後，より客観的で科学的な立場から，小学生にお

けるスポーツ・トレーニングと金関大会のあり方について検

討していかなければならないだろう.
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